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【実践報告⑦】 

試行錯誤で育む やる気と自ら学ぶ力 

～ 「○○したい！」を原動力とした授業づくり ～ 

愛知県立岡崎聾学校 

 

１ はじめに 

岡崎聾学校小学部では、手話を主なコミュニケーション手段とする聴覚障害児が多く在籍している。

児童は、興味や関心のある活動には意欲的に取り組む一方で、語彙習得の少なさや内容理解の困難さよ

り、課題に直面すると学習意欲を失いやすい傾向がある。加えて、教員の入れ替わりや児童の実態の多

様化により、従来の指導方法では十分な成果を得ることが難しくなっている。本校ではこれまでに、学

習や思考の基盤となる言語力の育成を重視してきたが、教員主導の授業になりやすく、児童の学びが次

の学習へつながりにくいという課題があった。 

そこで本研究では、児童の「〇〇したい！」という思いを原動力に、試行錯誤を繰り返すことで課題

解決に取り組む授業づくりを目指した。授業構成においては、直接経験を重視した課題設定と、振り返

りを通じて学びを深めるＡＡＲサイクルを基盤とし、児童が見通しをもち、主体的に学ぶ学習環境の構

築を試みた。 

 

２ 研究の構想と方法                       

(1) 小学部の現状把握        

はじめに、ＳＷＯＴ分析を用いて、

小学部における内部環境要因と外部

環境要因の両面から強みと弱みを整

理した（資料１）。保護者や教員との

関係が密で、児童が安心して支援を受

けやすい環境が整っていることが強

みである。一方で、教員の専門性や支

援方法に差があり、児童が受ける支援

の質にばらつきが出るため、個々の児

童に合った対応を活かしつつ、統一さ

れた支援体制の構築が求められる。また、令和５年度

末に実施した児童向けアンケートでは、「授業で夢中に

なって取り組むことがあるか」という質問に対し、「そ

う思わない」と回答した児童が小学部全体の約４分の

１に上ることが明らかとなった（資料２）。 

小学部ではこれまでに、言語力の育成を重視し、教

科指導や学校生活の中でコミュニケーションや言語活

動の充実に取り組んできた。授業では「めあて」と「振

り返り」を明確にすることを大切にしているが、教員

【資料２ 児童アンケートの結果（Ｒ５）】 

【資料１ 自校の内外環境のまとめ（一部抜粋）】 



－岡崎聾２－ 

主導になりやすく、学びを次に生かす工夫が不足していたことも課題であった。多くの児童は、教科書

や本などの間接経験から学ぶことが苦手である。そのため、直接経験を重視し、学習の意味を実感でき

るような指導が求められている。 

以上のことから、「○○したい！」をキーワードに、児童が主体的に学びに向かう姿勢を育て、楽しさ

や意欲を引き出すことを研究の中心に据えることとした。 

(2) 研究構想の策定 

児童が「〇〇したい！」と思える課題を設定

し、その解決に向けた試行錯誤を繰り返すこと

で、主体的に学ぶ力が促されるのではないかと

仮説を立てた。そこで、「試行錯誤で育む やる

気と自ら学ぶ力」を研究主題とし、研究構想図

を策定した（資料３）。 

ＡＡＲサイクルの実践ポイントを以下の４

点に定め、実践を重ねることにした。 

① 児童が「○○したい！」と思える魅力的 

な直接経験を重視した活動を設定する。 

② 学習の内容に応じた「学習の進め方（課

題解決の方法）」を定め、提示する。それに

沿って取り組む経験を積み重ね、次第に児

童が自然に取り組めるようにする。 

③ 学習の中で新たに出た課題に対してす

ぐに取りかかれるよう、計画や活動設定を

工夫し、児童の意欲を保持できるようにす

る。 

④ 分かったことや気付いたことなどを必

ず言語化する。次の学びにつながる児童の

気付きを捉え、新たな課題を生むような言

葉がけを工夫する。 

(3) 授業実践の計画 

研究期間は３年間であり、以下の３段階で実施した。 

① 第１段階（２年目）：大集団での実践（体育的行事） 

② 第２段階（２年目）：小集団（低・中・高学年）での授業実践 

③ 第３段階（３年目）：小学部全体での授業実践と指導の工夫の般化 

３年間の研究の中で実行可能性を高めるために、三つの段階を計画した。第１段階では、体を動かし

て直接経験をし、競い合う要素がある運動会（体育的行事）を選んだ。そこでの体験を基にして、小集

団で座学での教科の授業へ実践を進めることとした。また、授業研究においては、教員自身もＡＡＲサ

イクルを意識するようにした。 

 

 

【資料３ 研究構想図】 
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３ 授業実践 

(1) 第１段階の取組 

ア 大集団での実践（体育的行事・第３～６学年合同の競技） 

本校ではこれまでに、小学部３～６年生による合同の組体操を運動会で発表してきたが、児童の多様

な実態に応じた主体性の育成を目指し、令和６年度から新たな競技「城崩し」を導入し、本研究と関連

付けることとした。 

「城崩し」は、「しっぽ取り」と「ボ

ール運び鬼」を組み合わせたオリジ

ナル競技であり、教員による試行や

他校種の教員のアイデアを基に、作

戦を立てやすく分かりやすいルール

を設定した。体育科の授業における

活動では、「試合→振り返り・改善→

作戦立案・役割確認→再試合」のサイクルを通じて、児童の主体性と課題解決力の育成をねらいとした

（資料４）。 

練習においては、指導者の役割を明確に分担し、段階的に支援を減らしながら児童の自発的な思考を

促した。また、振り返りカードを活用し、児童の気付きや感想を教員間で共有することで、指導の質を

高めた。 

イ 結果 

競技紹介時には、「おもしろそう！」「勝ちたい！」といった前向きな反応が見られ、児童の参加意欲

を高めることができた。「勝ちたい」という気持ちが動機となり、対戦と振り返りを重ねる中で、児童が

自ら反省し作戦を立てる姿が現れた。特に６年生はリーダーとして反省会や作戦改善を主導し、主体的

な活動が顕著となった（資料５）。活動では競技動画を活用し、自分たちの動きの検証や改善点の話し合

いも行われた。また、休み時間に自主的に作戦を共有し合う姿も見られた。運動会後の振り返りでは、

「今年の競技は楽しかった」「体育の授業で引き続きやりたい」といった意見が多く、教員からも児童の

主体性を評価する声が寄せられた。 

このような主体的な姿が生まれた要因は、児童が明確な目標をもち、作戦を立てて実践し、その結果

と反省から次の作戦を立てるというサイクルの繰り返しにあると考えられる。この経験は教員にとって

も成功体験となり、小学部全体で共有され、第２段階の取組へと発展した。 

 

【資料４ 競技練習のサイクル】 

【資料５ 児童の変容】 



－岡崎聾４－ 

【資料７ 簡易レポート】 

(2) 第２段階の取組 

ア 小集団での授業実践 

低・中・高学年それぞれ２学年団ごとに、体験的活動と統一された授業構成（資料６）で取り組んだ。

授業の流れを同じ形にした大きなサイクルと小さなサイクルを、数時間及び長期にわたって活動を繰り

返すことで、見通しをもちながら主体的に活動に取り組む態度を養うことを意識した。 

 

 

イ 結果 

どの学年団においても、児童の実態に個人差が

見られたものの、直接経験を取り入れた活動とし

たことで、活動内容やねらいを多くの児童が理解

しやすくなり、「やってみたい」「工夫したい」「ま

ねしたい」「伝えたい」といった前向きな気持ちを

もって意欲的に取り組む姿が見られた。また、活

動の流れや進め方を明確に示したことで、言葉に

よるやりとりが得意でない児童も、行動や簡単な

発言を通して友達と関わり、自分の考えや思いを

表現することができた。こうした取組を通して、

児童同士が学び合いながら主体的に活動を進める

姿が各学年で共通して見られた。 

(3) 第３段階の取組（小学部全教員での授業実 

践） 

３年目の取組として、小学部全教員が児童の学

ぶ意欲に働きかける授業について検討し、実践す

ることを目指し、小学部全体への般化を目指した。 

ア 個別授業実践 

各教員が担当学年・学級において授業を実践し、その成果と課題を簡易レポート（資料７）にまとめ、

【資料６ 各授業の構成】 
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学年会等で共有した。多くの教員は、ＡＡＲサイクルに基づいた実践が効果的であると実感することが

できていた。一方で、１時間の授業の中でサイクルを十分に回すための時間配分や、主体的な学習を促

すための支援のタイミングが課題として挙げられた。 

イ 小学部全教員でつくる授業 

５年生社会科「食生活の欧米化から日本の食料自給率低下を考える」において、研究授業を実施した。

児童の好奇心を最大限に引き出す題材を検討するため、この授業に向けて事前に小学部教員で話し合い

を重ね、「寿司」を題材にすることに決定した。これは、身近で親しみやすい和食を通して、食料自給率

の学習に関心をもつことをねらいとしたものである。 

児童は全員、「和食の食材は国産である」と予想していた。しかし、調査活動を通じて、日常的に食べ

ている和食の多くが輸入食材に支えられていることに気付き、大きな驚きとともに「おもしろい」「どう

してだろう」といった疑問をもつようになった。その結果、次時の学習では「食料自給率についてもっ

と調べたい・考えたい」という意欲へとつながった。 

この授業で想定した教員や児童のＡＡＲサイクルは資料８のとおりである。事後の研究協議では、児

童の反応や教材の工夫に関して活発な意見交換が行われ、実践の振り返りと今後の授業改善に向けた学

びの深まりが見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 成果 

① 児童の変化 

 授業後も自発的に調べ学習を続けるなど、探究心が育まれた。 

② 教員の変化 

 他の教員との意見交流を通して楽しい授業づくりのための教材作成や授業構成の工夫を学び、不安   

から自信へと変化した。 

③ 授業検討会の意義 

 教員は「楽しく夢中になれる方略」を考えることの大切さを実感することができた。また、ＡＡＲ   

サイクルを意識することで、児童も教員も共に成長する授業にすることができた。児童の興味を軸に   

したＡＡＲサイクルが、主体的な学びを生むことができ、教員も検討会を通して楽しい授業づくりを 

学ぶことができたのは大きな成果であった。 

エ 児童へのアンケート実施 

３年目の児童に対するアンケートの実施方法は、児童の実態を考慮し、質問項目を一つに絞って聞き

取り型で行うことにした。質問「授業で夢中になって取り組むことがあるか」に対し、夢中になったと

感じる教科や理由も併せて回答してもらった（次ページ資料９）。児童からは「教えてもらったやり方

で、自分でできたときが楽しい」「次々と解けて、気付くとチャイムが鳴った」「『できるようになりたい』

【資料８ 教員と児童のＡＡＲサイクル】 

授業の様子 
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と思ってがんばることが楽しい」「授業の話を聞いていると疲れる」という声があり、ＡＡＲサイクルを

取り入れた授業が学びへの集中につながっていることが確認された。 

 

 理由（聞き取った内容） 

【低学年】キーワード：「好き」「楽しい」 

・歌ったり演奏したりするのが楽しい。 

・書くのが楽しい。 ・走るのが好き。  など 

【中・高学年】キーワード：「できる、分かると楽しい」 

・教えてもらったやり方で、自分で解けたときが楽しい。 

・予想したことと違う結果が出ることがあるからおもしろい。 

・新しいことを知ることができるのが楽しい。 

・友達とやりとりしながら挑むのが楽しい。 

・難しいけどできるようになりたくてがんばることが楽しい。 

・計算の仕方が分かると次々と解けて楽しい。気付くとチャイムが鳴っ

た。 

・実験や調べ学習のとき、自分でやってみてうまくいったときにうれし

いと感じる。 

・授業の話を聞いていると疲れる。座学は楽しくない。 

 

４ 実践の成果と課題 

本研究における各段階の取組を通して、直接経験を取り入れた活動とＡＡＲサイクルに基づく授業構

成は、児童の主体性や学習意欲の向上に効果的であることが確認された。特に第３段階においては、事

前協議の場で教員同士が積極的に意見を交わしながら授業づくりに取り組んだことで、授業に対する視

点が深まり、教員自身の成長にもつながった点が大きな成果である。 

 一方で、教員の意識の変容には一定の時間を要し、教材改善のために模擬授業を２～３回実施するな

ど、時間的な負担が生じる場面も見られた。今後は、こうした負担を踏まえ、より効率的に授業改善を

進めていくためのシステムを検討していく必要がある。 

 また、児童一人一人の理解や技能の差に応じた個別支援の在り方や、児童の興味・関心をより高める

課題設定、振り返り活動の工夫については、更なる改善と検討が求められる。これらの課題を継続的に

見直しながら、授業の質の向上を図り、児童の深い学びへとつなげていくことが重要である。 

 

５ おわりに 

本研究を通して、「直接経験×振り返り×トライ＆エラー＆トライ」という学習サイクルが、児童の

主体的な学びを支える有効な手だてであることが明らかとなった。今後は、各教科における実践を蓄積

していくため、授業で試みた学習上のポイントを記録し次年度の参考とするなど、単元ごとの継続的な

実践を整理・共有していきたい。その取組の一環として、実践を体系的にまとめた「単元デザイン集」

の作成や、発達段階に応じた振り返りの見本を提示したり、振り返りのキーワードを示して思考を整理

する「振り返り可視化ツール」の整備を進めていく。 

 さらに、「聾教育×自ら学ぶ力」という視点を次世代へと継承していくため、若手教員の育成にも力

を注ぎ、児童と教員が共に学び続ける学校づくりを目指していきたい。 

【資料９ 児童アンケートの結果（Ｒ７）】 


